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2024 年に東側が民間事
業者へと買収され、18
戸の戸建て分譲住宅へ
と開発する計画が進行
中である。

街区公園

住宅地

立体都市公園制度

4m
SOHO

住居

park-pfi
公園内に店舗が設置可能

京都市 住民
設計料
住宅建設費不動産業者兼設計者

（Park-PFI 事業者）
借地権費用

・土地の購入
・公園の整備
・杭基礎の建設
・各住戸の建設

スキーム図

京都市 住民不動産業者兼設計者
（Park-PFI 事業者）
・杭基礎
・退去後の住宅
の管理

・店
・公園内施設
の管理

・設計者と共
に住宅を建設、
購入

立体都市公園制度を利用し、GL+4m の借地権を京都
市から購入し、コーポラティブハウスとして入居者に
分譲する。そして、Park-PFI 制度を利用し、公園敷地
内に兼用住宅の店舗を構え、公園を継続的に整備する。

初期

長期 固定資産税

公園管理費用

管理費公園は天候に作用される施設であ
る。公園内に建設する集合住宅が屋
根として機能することで、天候に作
用左右されずに利用可能となり、よ
り公共的な場所になると考える。

公園整備費用

公園管理委託

都市公園利用料

対象敷地である松賀茂公園・予定地跡
地は、京都ノートルダム女子大学の南
東に位置し、閑静な住宅街にある。

1956 年に都市計画公園
の予定地に指定された
が、西側のみが公園と
して整備された。東側
は現在は未利用の状況
で雑木林と化している。

民間事業者による進行中のプロジェクト

松賀茂
児童公園

住宅地

現在の状況

松賀茂
児童公園

元松賀茂公園予定地跡地

一般的な公園
天候に左右される

提案
天候を問わず使える

01. 敷地－京都市 松賀茂公園 02. 提案―ピロティ空間としての公園

ノートルダム
女子大学

京都工芸
繊維大学

宝ヶ池
公園

第一種低層住居専用地域

第一種住居地域

第一種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域北山通

左京区役所

敷地
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1.樹勢の悪い樹木を撤去 2．樹勢・樹種等から移植できる木をプロット 3．移植する木を決定 4．撤去・移植による穴をプロット

5．池・水路の配置を決定 ７．起伏・ボリュームを決定6．樹木の樹形をプロット 8．移植場所を決定
全 217 本　良い又は普通　184 本　少し悪い又は悪い　33 本 木の散らばり等から移植する 53 本を選定 木の幹の太さや樹種から根鉢を計測し、範囲をプロット

穴を繋ぐように池や水路を配置 樹種・高さから各樹木の枝張を算出しプロット 木々の樹形や穴、水路の位置から決定 木の大きさや必要日射量等を考慮し 53 本の移植場所を決定

一般的な公園の開発
雑木林や田畑が
潰されてできる

松賀茂公園
開発されず

雑木林が残っている

　一般的な公園は、土地代の安い雑木林や田
畑など、緑が潰されて開発されてきた。一方で、
かつて苗圃として樹木の苗を育てる機能を
担っていた松賀茂公園は、開発されなかった
為に 200 本を超える樹木が残っている。　現
状の開発では、これらの木々のほとんどが失
われてしまう。本提案では、毎木調査から樹
木を分析し、移植を行いながら最大限の樹木
を保存するランドスケープの提案を行う。

０3．毎木調査に基づいたランドスケープ計画

04. ワークショップに基づいた公園の計画

制作者チームのボード
（第 1 回）

グループ別ディスカッションの様子 全体での発表の様子
制作者（大町）撮影

　松賀茂公園の再整備に先立ちワークショップが 3 度に渡り開催され、
小学生から高齢者までの地域住人ら約 30 名で意見交換がなされている。
そこで聞かれた意見を反映し、公園の設計を行った。

タクシー乗り場 水の流れる屋根付きベンチ 家具職人の工房

ピザ窯のある集会スペース 落ち葉置き場 /コンポスト

未来の公園を育てる温室

コミュニティガーデン

半屋外の砂場ケヤキに登れるジャングルジム 川をまたぐ滑り台

大人も楽しめるロープ遊具 ステージと観客席

地域住民の意見
・かまどベンチや災害用テントトイレ等、災害時への備えをしたい。
・毎週高齢者でラジオ体操をしていて、高齢者も遊べる健康遊具がほしい。
・大量の樹木が撤去されるのは悲しい。伐採樹木をアップサイクルして遊
具を作りたい。
・コンポストやコミュニティガーデンをつくってみんなで野菜を育てたい。
・東屋のような、雨をしのいだり、ゆっくりと食事や会話をしたりする場

所が欲しい。

誰のものでもなかった公園に
建築が建ち、

人々が暮らし始める。

そこに住む人々が、
” 我が事” として

公園を耕し始める。

公園にある建築、
公園に住む住人が

人々がここを訪れる
理由となる。

タクシー乗り場
タクシーの路駐を解消。近隣住
人の移動も便利に。

広場
ボールが道路に飛び出さない
よう 1ｍ掘りこまれている。

ピザ窯
災害時には炊き出しかまど
として利用される。
冬季は暖を取りに人が集う。

木材置き場
撤去・剪定された樹木や落ち葉が
ストックされる。
燃料や遊び道具として使われる。

砂場
保育園児がお散歩で訪れる。
カーテンで覆われた砂場は衛生面で安心。

林間のプレイパーク
放課後の小学生が遊具で遊ぶ。 観客席

対岸のステージで演奏会が行われる。

更新を見越し住戸ごとに
構造が分離されている。

住戸 3: タクシードライバーの家 住戸 11: ピザ職人の家 住戸 12 住戸 13 住戸 14 住戸 20
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川の流れる屋根付きベンチ
春は花見客でにぎわう。
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